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  ２０１８年１０月 ５日（金） No.２７３４ 

 第２７９０回 例会 

 ○ ソング「君が代」・「奉仕の理想」 

 〇 卓話「家庭用品の歴史」       

                     大工 博史 会員 

 〇 卓話「宿泊業界のトレンド情報」 

          白石  奨  会員 

 

 １０月１２日（金） 

 ○ ソング「ロータリーって何だろう」 

 〇 卓話「クラウドファンディングからのスタート」 

     グラフィット社 Ｃ Ｅ Ｏ  

          鳴海 禎造 様 

  

 四四 つつののテテスストト  （言行はこれに照らしてから）  ⅠⅠ真真 実実かか どどううかか  ⅡⅡみみんんななにに公公 平平かか  ⅢⅢ好好 意意 とと友友情情 をを深深めめるるかか  ⅣⅣみみんんなな ののたためめ ににななるるかかどどううかか   

2018-2019年度 RI会長 バリー・ラシン 「 BE THE INSPIRATION 」 

事務所 〒640-8215 和歌山市橋丁23 

          Ｎ-4ビル 2Ｆ 

 TEL(073)423-8822  FAX(073)423-8821 

 http://www.wminamirc.jp/ 

例会場 〒640-8156 和歌山市七番丁26-1 

 ダイワロイネットホテル和歌山 TEL(073)435-0055 

例会日 毎週金曜日 12時30分～13時30分 

前週の報告  ２０１８年 ９月２８日（金） 

出席報告    会員８１名（出席規定適用免除会員１０名） 

 ９月２８日   出席５３名  ホームクラブ出席者６５．４３％ 

 ９月１４日   出席総数出席６９名（免除会員含み）確定出席率：８９．６１％ 

          （会員８１名 出席規定適用免除会員１０名（内出席6名） 

会長報告 

ガバナー     樫畑直尚  

 本日は、４０回の記念大会に

なりました『和歌山南ＲＣ旗争奪

少年野球大会』についてお話を

したいと思います。試合の結果

等の報告は後ほど青少年育成

委員会からあると思いますの

で、私からは、この奉仕事業を

通じて私が感じたことを皆さまに

お伝えしたいと思います。 

 今回の記念大会、当クラブの

事業としては、わたし的には大成功であったと考えます。 

 その理由は、まず、奉仕の対象である子供たち、そして

大会関係者がことのほか喜んでくれたことです。ナイターの

照明で「綺麗に光る緑の芝」と、「黒い土」。そのグランドを

取り囲む「立体的な観客席」と「電光掲示のスコアボード」。 

さらに選手一人一人の名前を紹介してくれる場内アナウン

ス。まるでテレビで見るプロ野球の雰囲気です。その中で

試合ができる。野球少年としては、「これ以上ない夢舞台」

であったと思います。その夢のステージを子供たちに用意

することができたこと、さらに、「夢」や「目標」をもつ事の大

切さ、そしてその実現に向けて「努力」すること、それ自体

が大事なんだ、というメッセージを子供たちに伝えることが

できと思います。その意味で成功であったと思っています。 

また、毎日新聞を始め、読売新聞にもこの紀三井寺球場

での決勝戦をニュースとして報道していただき、南クラブの

活動を地域社会に広報できたこと、これも成功であったと

思う処です。 

そしてなによりも、奉仕事業に参加した私達自身が、子

供たち以上にこの事業を楽しんだということです。子供たち

との親善試合の結果は後ほど報告があると思いをご報告

いたします。ロータリークラブとして、ロータリアンとして、奉

仕事業、奉仕活動を楽しむ、それでこそロータリーなのか

な、その様に感じた次第です。「楽しくなければロータリー

でない。」という言葉の奥深さを、別の角度、別の視点か

ら、あらためて感じたところです。 

 この事業の収支の面も報告しておきたいと思います。 

 紀三井寺球場の使用料が２日間使用で約１０万円。和歌

山市軟式野球連盟学童部西支部に対して記念品として

ボール５０ダース約３０万円。これは試合に使用する公式

球の仕様が変更になるということで新しい公式球を贈呈す

ることとしました。また子供たちへの参加賞として、チーム

毎に写した写真を焼き付けた記念マグカップ２５０個、これ

が２０万円。合計約６０万円の事業でした。ただ、今回この

事業を実施するにあたり、ロータリー財団委員会の前嶋委

員長にもお骨折いただいて、地区に対してローリー財団の

補助金の申請をいたしました。予算の半額３０万円の補助

金を既に入金していただいています。したがって、クラブか

らの支出は３０万円の事業ということであります。 

  以上本日の会長報告といたします。 



 

 

２０１８－２０１９年度テーマ：「 ロータリーを伝える 」 

幹事報告 

委員会報告 

①2018年10月のＲＩレートはド

ル＝112円と本部より連絡があ

りましたのでお知らせ致しま

す。 

②9月30日に予定していまし

た。宮脇君を励ます会ですが、

台風24号が近畿地区を直撃す

る可能性があるがあるので、10

月1日PM6：30 土風屋 に変

更となりました。 

③和歌山中ロータリークラブよりフィリピン・サントロペ市訪

問のご案内 

1.「2017年2月11日インターシティーミーティング」での和歌

山市内9クラブ合同奉仕プロジェクトによる「ランガム・PEA・

2Aデイケアセンター保育園」の視察 

2. 中クラブ「大学奨学生プロジェクト」による卒業生・在校

生及びサントロペ・ロータリークラブ会員ご家族との懇親 

日程：2019年2月8日（金）～2月11日（月・祝）  3泊4日 

2月8日（金）関空発9：55 フィリピン航空PR407マニラ着 

   13：30到着後 合同プロジェクト「LanggamPEA- 

          2A DCC」及び「マグサイサイ DCC」訪問 

9日（土）10日（日） 観光・ゴルフ 

11日（金）マニラ発 14：25    PR408 関空着 19：15 

出欠表を廻しますので、9月28日が〆切となっておりますの

で、宜しくお願い致します。   

①60周年実行委員会準備委員

会 樫畑国俊委員長 

委員会を、例会終了後行いま

すので、対象の方は出席お願

いします。 

留学生サクラさんですが、９月

度の挨拶として、先週例会に出

席予定でありましたが、体育祭

開催により出席できませんでし

た。次回は１０月に少し成長し

た彼女をご紹介出来ればと思いますので、ご理解の程お

願い致します。 

②青少年育成委員会  

 野島好史委員長 

和歌山南ロータリークラブ旗争奪少年野球大会決勝戦の

結果報告と多数御参加 御協力の御礼。 

選抜少年野球チームに奇跡の勝利をした宮脇監督率い

る小野部長始め和歌山南ロータリークラブ野球部ナイン。 

社会奉仕事業 

本日、特定非営利活動法人子供センターるーも 理事長

中川利彦様にお越し頂き、当クラブから入居者の移動用

車両の購入資金の一部（50万円）を支援させて頂く目録を

お渡ししました。 



 

 

２０１８－２０１９年度テーマ：「 ロータリーを伝える 」 

「最近のAIの利用に 

 ついて」 
 

日本電気株式会社 

和歌山支店長 

   増井 智幸 様 
 

ここ数年、将棋、碁などでコンピュータが名人に勝利す

るニュースに驚かされたり、音声認識や、画像認識、解析

など様々な面で便利さを実感されていると思われます。 

 これはＡＩ（人工知能）の発達、普及が理由です。また、こ

れを支えるコンピュータの性能の著しい向上が背景にあり

ます。２０００年代に入ってディープラーニングと呼ばれる 

ＡＩ技術が進み、これを様々な製品やシステムに応用して

いるのです。 

 ＡＩの発達は2045年に特異点を迎え、これにより人類に敵

対する存在になるのではないか？と識者を始め脅威を感じ

る方もいらっしゃるようですが、個人的には悲観的な未来

は来ないのではないかと考えています。 

 最近のＡＩ活用の事例では、身近にある携帯電話で利用

されている音声認識があげられます。音声で検索や翻訳を

させることはもちろん、家電の制御や、通信販売の指示も

できるようになっています。 

 モノクロ写真のカラー化なども実験されていて、かなり高

いレベルになっています。これも個人が気軽に試せるサー

ビスがあり、所有する写真をカラー化させたりすることで、新

たな発見ができます。これに鮮明化技術も応用すれば当

時の詳細をつかむのに役立つかもしれません。 

 タクシーの需要予測をするシステムもＡＩが使われていま

すし、セキュリティを高めるためのリアルタイムに顔認識す

るシステム、内視鏡検査でポリープの有無を発見する技術

も実用化されています。 

 自動車の自動化技術も進んでおり、製品化されはじめて

います。まだ条件付きの自動運転（自動化レベル３）に届

いた段階ですが、今後の高齢化社会と一層の安全性に向

けて需要が高まる分野と思います。 

 こういったAI技術は、実際の世界から情報をサイバー世

界に取り込み、認識、分析、予測をした上で、再度実世界

にフィードバックするものだと考えています。高い付加価値

をつけてより良い社会に向けて貢献できる技術だと考えて

います。 

卓 話 
 

             

      ニコニコ箱 

三木君・・・①少年野球大会 皆様お疲れ様でした。 

       ②祝 阪神タイガース2軍 優勝 

野島君・・・少年野球協力ありがとうございました。 

南方君・・・日本清酒品評会SAKE China2018大吟醸部門 

       極選南方がプラチナ賞（No１）授賞式に北京日 

       本大使館公邸に行ってきました。又、全国燗酒 

       コンテストお値打ちぬる燗部門で上撰世界一統 

       が最高金賞をいただきました。  

前窪君・・・社会奉仕事業ドライブレコーダー・見守りカメラ 

       の普及にがんばりましょう！！ 

豊田君・・・中川先生 ルーモご苦労さまです。 

橋本忠美君・・・少年野球 会員に負傷者でなくて何よりで 

          した｡救護班つれていったのですが。 

北畑君・・・嶋谷さんありがとうございました。 

大林君・・・10月2日（火）カラオケ同好会マティーニさんでの 

       開催、最終になります。11月からは、キャッツア 

       イさんでの開催になります。 

林（芳）君・・・見逃し三振、エラーお詫び 体が動きません 

         (>_<)（泣） 

窪田（哲）君・・・少年野球大会で始球式させていただいて。 

白石君・・・①南RC野球部の皆様、親善試合の勝利おめで 

        とうございます！ 

       ②北芝さん、先日はごちそう様でした！ 

前嶋君・・・キズついた野バトが元気に自然にもどりました。 

北芝君・・・玉井さんにお世話になりました。 

大山君・・・ちょっといいことがあって。 

    計￥35,000-  累計￥802，320- 

親睦委員会メンバー 



 

 

２０１８－２０１９年度テーマ：「 ロータリーを伝える 」 

2018-19年度 第３回ラジオ放送 

番組名 ：和歌山放送ＷＢＳ１４３１   放送日：平成３０年９月２５日（火） 14：０0～ 

      “小田川和彦の全開！   テーマ：「国際ロータリー第2640地区大会、市民公開講座について」 

 火曜日” 〔コーナー：人間万歳〕  出 演 者：国際ロータリー第2640地区 

 提  供：和歌山南RC               地区大会実行委員長 雑賀正雄 様 

                             地区大会幹事    瀬川良浩 様 

                       ﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｨｰ：小田川和彦さん 
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         10月度例会プログラム 
 

5日（金）「 家庭用品の歴史 」   大工 博史 会員 

      「宿泊業界のトレンド情報」 白石 奨 会員 

12日（金)「クラウドファンディングからのスタート」 

        グラフィット社ＣＥＯ   鳴海 禎造 様 

19日（金)「ぼけ」ても心は生きている 

     ～認知症を知って備える～" 

    認知症の人と家族の会・前会長 高見 国生 様 

25日（木） 和歌山城南RCとの合同夜間例会 

       アバローム紀の国 18:30～ 

           （＊26日（金）例会を変更） 

10月2日（火）市内・会長幹

事会にて和 歌山県 知事 

表敬訪問がありました。 

当 ク ラ ブ か ら は、三 木 会

長・柴田幹事が出席致しま

した。 

和歌山県知事  

  表敬訪問 


